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本書の構成と学習の進め方

スピーキングはクリエイトするものです。
英会話学習の初期の段階では、よく使われる表現や短い文を暗記し、その

表現や文が使われる場面で瞬時に使うということは有効ですし、また不可欠
な要素です。
ですが、定型的なやりとりから進んで、自由に会話をするためには、高度

な英会話表現を使う必要が出てきます。そうなると、暗記した表現や文だけ
では間に合いません。人によって使うべき表現や文が違ってきますから、そ
うした状況に合わせて瞬時に、そして的確に発言する内容を自分でクリエイト
しなければならなくなります。
こうした瞬時の応答（quick response）には、確かな単語力、構文力、文

法力が欠かせないのです。

本書は、スピーキングの土台となる語彙力、文法力、構文作成能力といっ
た要素を一挙に、しかも英語で学習していくという構成になっています。

不思議！ 英語で英文法を勉強するとわかりやすい。
英文法を英語で学ぶことには、大きなメリットがあります。ひとつには、

難解な日本語の文法用語を英語の語感で学ぶことでイメージが沸きやすい点
です。また、ネイティブ・スピーカーと文法について話す場合にも、もちろ
ん文法用語を知っておいたほうがスムーズです。そうした用語は、スピーキ
ングでネイティブ・スピーカーたちがふつうに使っている語なのです。
英文法を英語で学べば、一石二鳥の学習効果が得られます。

本書は 20のユニット全体を通して 1つのストーリーになっています。主
人公の日本人が、外資系の商社に転職してアメリカからワインを仕入れる担
当者になり活躍するという物語です。ストーリーの中で展開される会話やメー
ルのやりとりなどの中で使われる文法を楽しく覚え、自分なりに英文をクリ
エイトする能力が付いてきます。

各ユニットの学習の進め方�
各ユニットの学習法
本書では、ダイアログを中心とした 20のユニットの学習レッスンで、文

法事項をひとつひとつ学ぶことができます。各ユニットでは次のような展開
で学習を進めていきます。

学習文法項目
ダイアログの前に、そのユニットで学習する文法項目を列挙してありま

す。学習前に確認しておきましょう。
文法用語には日本語訳も付いています。

ダイアログ
Unit 1からUnit 20まで、1つのストーリーになっています。日本に

ある外資系企業への転職を決意した主人公が、新しい会社でプロジェクト
を立ち上げ、アメリカのワイン醸造所と交渉して日本に輸入する契約を結
ぶまでのストーリーです。
学習する文法項目に該当する文は、ダイアログの中で色文字でハイライ

トされています。どういう状況でその文法が使われるのかを意識しながら
聴いてください。ダイアログには、もちろん音声が付いています。
ダイアログの前後のリード文やメールなどの文書も読んで、展開を追っ

てください。

文法解説
ダイアログの中で使われた文法を、英語で学んでいきます。英語による

それぞれの文法説明のあとに例文があります。そして、その例文には音声
が付いていますので、しっかり聴いてリピート練習しましょう。

Step-Up Seminar
英語で文法を学んだあとに、その文法学習を補足する、日本語の記事です。

英語での解説では述べ切らなかった大切なことや掘り出し物のトピックな
どが載っています。
楽しんで読んでください。
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Speaking�Practice
各ユニットの最後に、スピーキングの練習を進めます。

1. Complete-the-Conversation Practice
ダイアログにポーズを入れた音声を使って練習します。掛け合いのダイ

アログで、その人物の 1人の部分がポーズになっています。
発言の 1.3～ 1.5倍の長さのポーズですから、あわてずに発話練習しま

しょう。

2. Grammar Exercises
与えられた文を、指示に従って即興で言い換える練習です。基本となる

文はテキストに書かれています。
音声では、ネイティブ・スピーカーが解答の文を読みます。そのあとにポー

ズがありますから、発話練習をしましょう。

3. Pattern Practice
音声だけのプラクティスです。まず英語で指示を出します。そのあと英

文を読み、ポーズがあります。そのポーズのあいだに指示に従って言い換
えて発話するプラクティスです。ポーズのあと、正解の文が流れ、またポー
ズがあります。もう一度リピート練習をしましょう。

【例】�Change “I” to “He.”←　まず音声で、このような指示が出ます。
   次に下の文が読まれます。
� I own a fl ower shop.  
 　　� 言い換えた文を発話します。
 He owns a fl ower shop.　ownに「３単現の s」を付けましょう。
   正解の文が流れたあとにリピート練習をしましょう。

こうした Speaking Practiceで、quick response（瞬時の応答）がで
きるようになります。

ちょっとした隙間時間を使って！
8～ 9ページに、「不規則動詞変化表」があります。音声も付いています。

リピート用ポーズがありますから、ちょっとした隙間時間を使って何度も
声に出してリピート練習し、無意識に瞬時に発音できるようにしましょう。
これはとても大切な練習です。

� ↓

（ポーズ）� ↓

（ポーズ）� ↓
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